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［課程博士］（博士論文審査及び最終試験の結果要旨） 
	

学生氏名：Yang	Taehui	

博士論文題目：海洋深層水由来放線菌の諸性状とその放線菌が生産する抗癌物質に関する研

究	

	

博士論文審査：	

	 学生から提出された博士論文について、公開発表会が２月１４日に行われ、審査委員と学生の間

で質疑応答が繰り返しなされ、それに的確に返答していたことから、博士論文としての質を十分に

確保しているとの結論に至った。海洋深層水から新種と思われる放線菌を分離し、この放線菌が新

規な抗癌物質を生産していたことについては、特に各審査委員から高い評価を得た。	 本研究は伊

豆赤沢と沖縄県久米島の海洋深層水および表層水から各種条件下で約 252株の放線菌を分離し、得
られた分離株について抗癌活性を調べ、いくつかの有望株を選択し、分類学的性状を明らかにする

とともに伊豆赤沢の海洋深層水由来放線菌株の培養液から有効物質を単離・精製し、化学構造を明

らかにするとともに抗癌スペクトルを調べたものであるが。これらの成果は海洋深層水から新種の

微生物を分離し、しかも新規な抗癌物質を単離したという点ですぐれており、今後医薬学分野のみ

ならず、基礎生物学の発展にも大きく貢献する優れた研究といえる。 
	 以上の内容から、学生から提出された博士論文は、国内外の研究の水準に照らし、各研究分野に

おける学術的意義、新規性、独創性及び応用的価値を有しており、博士の学位に値することを審査

委員一同確認した。 
	

最終試験の結果要旨：	

最終試験は２月１４日に行われた。審査委員一同出席の下、学生に対して、博士論文の内容につ

いて最終確認のための質疑応答を行い、その内容は十分であった。一方、専門知識については公開

発表会当日の質疑応答時や予備審査時でのディスカッションを含め十分であると審査委員一同確

認した。 
学術論文は以下の 2編が第一著者としてすでに受理済みである。 
(①Taehui Yang, Katsuhisa Yamada, Jiro Nakayama, Yashiro Igarashi, Takeshi Terahara, Takeshi Kobayashi, 
Chiaki Imada “Bacterial community structure analysis of deep-sea water and surface seawater 
in Japan by pyrosequencing” . Deep Ocean Water Research on March 2019. 
② Taehui Yang, Katsuhisa Yamada, Tao Zhou, Enjuro Harunari, Yashiro Igarashi, Takeshi Terahara, Takeshi 
Kobayashi, Chiaki Imada “Akazamicin, a cytotoxic aromatic polyketide from marine-derived 
Nonomuraea sp. Journal of Antibiotics on 10 January 2019.  
これらの学術論文は英語で書かれており、博士論文の内容については、すでに国際会議において

英語で発表しており、外国語の学力については問題ないと判断した。 
また、講演発表は国際会議 3回、国内学会９回行っており、国内学会のポスター発表では優秀ポ
スター賞を受賞していることを確認した。 
合同セミナーについて、規定の学習時間および出席回数を満たしていることを確認した。また、大

学院海洋科学技術研究科が指定した研究者倫理教育を修了していることを確認した。 
以上から、学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した 
	

	

	

	


